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中山間地域におけるスマート農業実演会を開催します 
 
県ではスマート農業を推進するため、農業者、農機メーカー等、関係機関とコンソーシア

ムを構築し、中山間地域である御嵩町内の生産現場において、スマート農機の活用による低

コストな農業経営の実証※１に取り組んでいます。 

このたび、本実証成果の発表と中山間地域で活用可能なスマート農機を紹介する実演会を

下記のとおり開催します。 

 

記 

 

１ 日   時 令和６年２月１５日（木） １３：３０～１６：００ 

天候、ほ場の状態により中止する場合があります 

 

２ 場   所 御嵩町防災コミュニティセンター及び周辺ほ場 

（可児郡御嵩町中切 1437-1） 

集合場所：御嵩町防災コミュニティセンター ２階 大会議室 

 

３ 主 催 者 ほ場条件不利地域におけるスマート農機低コスト利用実証コンソーシアム※２ 

 

４ 参加予定者 ４０名（農業者、関係団体、行政機関等。募集は終了しています。） 

 

５ 内   容 （１）スマート農機の活用による低コストな農業経営の実証結果 

（２）直進キープ田植機、食味収量コンバイン、自動操舵機能付き乗用

管理機の機能紹介 

（３）センシングドローンの撮影画像解析とその活用方法 

（４）センシングドローンの操作方法【実演】 

（５）自動操舵システムを後付けしたトラクタによる耕起作業【実演】 

 

６ そ の 他 取材を希望される場合は、２月１４日（水）までに、上記、農政課スマ

ート農業推進室または可茂農林事務所担当者までご連絡願います。  
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参考：紹介するスマート農業機器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇直進キープ田植機 

衛星からの情報を活用することでまっすぐに走行可能な田植機。 

 

○食味収量コンバイン 

収穫と同時に収量・食味（タンパク質の量）・水分量等を測定し、ほ場ごとの収量や

食味等のばらつきを把握可能なコンバイン。得られたデータにより、翌年の適正な施肥

量を検討できる。 

 

〇自動操舵システム 

衛星からの情報を活用することでハンドルを自動制御し、設定された経路を自動走行

するシステム。地上に設置する基地局からの補正情報を用いることで、誤差数センチの

精度で走行ができる。トラクタ、田植機、コンバイン等に後付けすることが可能。 

 

〇センシングドローン 

上空からマルチスペクトルカメラにより作物を撮影することで、広範囲の生育状況を

短時間で把握可能なドローン。得られたデータにより、局所的な施肥や防除を行い、資

材費の低減や省力化を図ることができる。 

※１ 国の「スマート農業実証プロジェクト」により実施。令和元年度から令和５年度ま

で、全国２１７地区において実証を行っている。 

 

※２ （株）アオキ、（農）ふしみ営農、田中農機（株）、（農）みざの、めぐみの農業協

同組合、（株）東海近畿クボタ、（一社）岐阜県農業会議、御嵩町、県の９組織で構成 

(C)岐阜県 
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